
地域の特産品やグルメを楽しめる最寄りの店
舗を紹介します。

菊池特産の菊芋やヤーコンの加工品が充実しています

ステビア米、七城のこめ、掛け干し米、匠米
など、食味ランキングやコンクールで高い
評価を受ける自慢の米が並びます。
菊池市隈府1273-1  ☎0968‐25‐5477

きくち観光物産館

現在、物産館のみ営業。11月上旬にリニューアルオープンを予定

杉並木公園北側に位置し、新鮮な野菜を販
売しています。改装工事で温泉とレストラ
ンは現在休業中です。
菊池郡菊陽町原水5389  ☎232‐8690

さんふれあ

新鮮な野菜や、合志ブランド認証品が勢ぞろい

市内の新鮮な野菜と合志市ブランド認証
品、海産物やあか牛など県内のうまかもん
が大集合しています。

イチゴやスイ
カなど季節の
果物や野菜

菊池産米、タ
ケノコ、ワラビ
など春の山菜

合志市野々島2438-1  ☎342‐5554

クラッシーノマルシェ

レストランの
あか牛丼

春にんじん
４本120円～

県内のお土産品を集めた物産館や休日の店外では焼きいもなども

通称ミルクロード入り口に位置する道の駅。
大津町特産の「からいも」を使ったお土産
品やお菓子なども販売しています。
菊池郡大津町引水759  ☎294‐1600

道の駅 大津

　パワースポットを巡ったら、スマートフォンアプリ「Instagram
（インスタグラム）」を使って菊池地域の元気を世界に発信し
ましょう。発信した人の中から抽選で５人に「“菊池地域の元気”
詰め合わせセット」をプレゼントします。
■応募方法
① 特集で取り上げた菊池地域のパワースポット２カ所以上を

スマートフォンやカメラなどで撮影します。

② Instagramで①の写真を選び、「#菊池地域パワスポ」と
本文中に入力して公開投稿してください。
■応募締切　５月７日㈪
※当選者にはInstagramのメッセージ機能で連絡します。
■問い合わせ先
　企画課企画広報班　☎248‐1813

元気を発信してプレゼントに応募しよう

　
建
立
は
室
町
時
代
１
５
７
０
年
ご
ろ
。

古
く
は
「
割わ

る

子ご

の
水
」
と
呼
ば
れ
る
清
水

が
湧
き
出
る
場
所
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
近
年
は
、
南
側
に
あ
る
用
水
路
、

下
井
手
沿
い
に
咲
く
桜
が
多
く
の
花
見
客

を
楽
し
ま
せ
て
ま
す
。

　
熊
本
地
震
の
時
に
は
、
北
側
の
崖
か
ら

岩
が
落
下
し
、
社
殿
が
倒
壊
。
し
か
し
、

地
区
の
住
民
の
手
に
よ
っ
て
昨
年
３
月
に

再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　
落
下
し
た
岩
は
周
囲
18
メ
ー
ト
ル
。
地

震
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
教
訓

と
し
て
、
ま
た
、
地
区
を
地
震
か
ら
守
っ

て
く
れ
た
神
様
と
し
て
そ
の
ま
ま
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
近
は
県
外
か
ら
も
人
が
訪

れ
、
自
然
の
力
と
地
震
の
記
憶
を
伝
え
て

い
ま
す
。

　駐車場から10
分ほど歩きますが、
その間も散策でき
る道になっていま
す。地震後、地区
の皆で復興した社
殿。そして、舞い降
りた巨石にたくさ
んのパワーを感じ
てほしいです。

前瀬田区長

合
こう

志
し

通
みち

夫
お

さん
（大津町）

　昔は参拝時に豆
腐を奉納する風習
があり、子どもたち
はそれをこっそり
食べるのが楽しみ
でした。町の文化
財にも登録されて
おり、歴史を学ん
で訪問するのも面
白いですよ。

元古閑原区長

相
そう

馬
ま

武
たけ

治
はる

さん
（菊陽町）

国道57号

●あけぼの団地

至
熊本市

●
菊池広域連合
南消防署

至阿蘇市熊本セントラル病院●

●昭和園

マンクス工房
　　●●

菅原神社西園神社

国
道
３
２
５
号

なみかわ小児科 ●

道
の
駅
大
津
●

国道57号

ミル
クロ
ード

阿蘇大津　　
ゴルフクラブ●

瀬田人の会直売所

至阿蘇市

至西原村
※水車が目印の駐車場から集落を通り東へ徒歩10分

瀬田神宮

P 　●
白川幼稚園

至
菊
陽
町

　
菊
陽
町
の
古
閑
原
に
位
置
す
る
西
園
神

社
。
そ
の
一
角
に
西
園
寺
随
宜
朝
臣
の
墓

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
墓
の
主
で
あ
る
西
園

寺
随
宜
朝
臣
（
以
後
随
宜
さ
ん
）
は
、
時

の
左
大
臣
西
園
寺
実さ

ね

晴は
る

の
実
子
で
、
宮
仕

え
を
好
ま
ず
、
入
道
水
村
の
安
福
寺
を
仮

の
住
居
と
し
て
京
都
か
ら
移
り
住
み
、
こ

の
地
で
一
生
を
終
え
ま
し
た
。

　
亡
く
な
っ
た
後
も
地
域
か
ら
愛
さ
れ
、

夏
と
秋
に
は
祭
事
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、

月
に
１
回
は
区
民
総
出
で
清
掃
も
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
随
宜
さ
ん
は
痔
、
脳
病
、
そ
し
て
歯
の

神
様
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
、
墓
に
は
多
く

の
参
拝
者
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
歯
な
ど

に
不
調
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
拝
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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